
１　資金不足比率が経営健全化基準以上となった要因

○ 令和元年度決算において、資金不足比率が18％であったところ、医師不足及び新型コロナウイルス感

　染症の影響による医業収益の減少に伴い、令和２年度決算において、事業規模が縮小した。

２　計画期間

令和３年度から令和６年度まで４年間

３　経営の健全化の基本方針

４　資金不足比率を経営健全化基準未満とするための方策（下線部のとおり変更）

（医業収益増収） ○　医師の確保による、医師の業務軽減と患者数上限の増大

○ 病床稼働率の上昇による収益の確保

○ 周辺医療機関や施設等との連携強化による患者の受入れ体制の構築

（医業費用抑制） ○　給与における独自項目の見直し等給与費の抑制と適正化

○ 経営基盤の確立に向けた既存設置の医療機器・施設の計画的な更新

○ 主軸とする診療科目の設定と集中的な入院患者の受入れによる薬剤等単価の抑制

○ 救急医療の確保に要する経費等の繰出基準を基本とした一般会計からの繰入れ

○ 資金不足比率を経営健全化基準未満にするための繰入れ（令和６年度中）

５　４の方策に係る収入及び支出に関する計画（以下のとおり変更）

６　各年度ごとの資金不足比率の見通し（下線部のとおり変更）

７　その他経営の健全化に必要な事項

○ 町、町立病院合同による定期的な経営健全化推進会議の開催

○ 職員の経営健全化への意識改革。職員全体で取り組む体制の構築

○ 地域住民から信頼され親しまれる病院を作るためのアンケートの実施

○ 公平かつ公正な人事評価制度等による人材育成の推進

○ 医療・保健・介護のネットワークの構築

○ 抜本的な経営の見直しも含めた今後の病院のあり方についての検討
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経営健全化計画の概要

（一般会計からの支援）

○ 地域の医療、保健、福祉の連携体制の要として、医療の質及び安全性の向上に努め、住民から信頼

され親しまれる病院を目指す。

○ 医療の使命を果たすために、互いに協力しあい、病院の発展に努め、全職員がコスト意識を持つ。

（単位：千円）

年度 R3 R4 R5 R6

項目 （決算） （決算） （決算見込み）

経常収益 453,842 527,131 509,238 519,319

経常費用 548,574 562,230 559,436 566,968

経常損益 ▲ 94,732 ▲ 35,099 ▲ 50,198 ▲ 47,649

一般会計等繰入金 99,965 94,917 108,313 215,813

（単位：％）

R3 R4 R5 R6

（決算） （決算） （決算見込み）

資金不足比率 14.9% 20.9% 30.4% 16.8%




